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今月のコラム

TEPCO「くらしのラボ」とは？

家電製品の上手な選び方・使い方からオール電化のくらしまで、独自の調査や試験に

基づいて「電気で実現するより豊かで快適なくらし」をトータルにご提案しています。 http://www.tepco-switch.com/life/labo/index-j.html

詳しくは、「くらしのラボ」ホームページにアクセス！

検 索くらしのラボ

いよいよ12月。年末年始は自宅でのんびりテレビ、それも新しいテレビで！とお考えの方もいらっしゃるので

は？そこで今回は、先日テレビを買い替えた私の体験に基づいた選び方を紹介します。

「2011年7月で地上アナログ放送が終了」のタイミングでテレビを買い替える方も多いと思います。私もその

つもりでしたが、愛用の1995年製29型ブラウン管テレビが急に画面が消える（たたくと直る！？）事態に。良

くも悪くもテレビのない生活は考えられない、ということで我が家の緊急テレビ選びが始まりました。

次の検討事項は「プラズマ」か「液晶」か。最初すごく悩みました。でもお店で見比べてすぐに「プラズマ」に決

定。もう、見たときのフィーリングですね。ただ、これは個人的な好みの話で、これでは家族への説明責任が

果たせない！ということで「スポーツ観戦が好きなので、速い動きが得意なプラズマにしよう」と家族を説得。

逆に液晶は明るい映像の表現が得意なので、バラエティ番組などをよく見る方におすすめです。従来「プラ

ズマは消費電力量が多い」とか「液晶は残像感がある」とかいわれてきましたが、最近はこれらの弱点が解

消されてきています。実際に選ばれる際は、自分はどんな番組が好きなのかを考え、お店でチャンネルを変

えながら見比べて自分に合ったものを選ばれることをおすすめします。

そんなこんなで、42V型プラズマテレビがやってきました。デジタルハイビジョンの映像がとてもきれいで大満

足！（深夜に海外のスポーツ番組を見る時間が増えて寝不足に…）。デジタル放送は、高画質、多チャンネ

ル、データ放送とメリットがいっぱい。だからこそ、自分に納得のいくテレビで楽しみたいものです。

「大画面がいい、でも部屋の広さを考えると…」と思

われる方が多いようですが、まずはブラウン管テレ

ビと薄型テレビの画面サイズの違いを理解する必要

があります。画面が大きくなったと感じるには高さの

寸法が大きくなることが必要です。右図のように画

面の横：縦比率が違いますので、今見ているブラウ

ン管テレビとあまり変わらない型数の薄型テレビを

選ぶと、多少サイズアップしたつもりでも高さ寸法は

小さくなり、画面が小さくなったと感じます。

また、ブラウン管テレビでアナログ放送を見る場合、適当な視聴距離はテレビ画面の高さの5〜7倍といわれ

ますが、デジタル放送の場合は、にじみやチラツキが少ないので、最適視聴距離は画面の高さの3倍。つまり、
同じ部屋のスペースでも大きな画面サイズを選ぶことができるのです。そんなことを家族にプレゼンテーシ

ョンし、視聴距離も変えず（実は短くなり）大画面も実感できる42V型に決めました。

（2008年12月　 くらしのラボ　渡邉 俊之）


